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医師国家試験合格者の男女比 

日本医師会調べ 
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男 女 
国家試験の合格率の男女比より、H7に23%であった女性はH26には、31%になって
おり女性が占める割合が増加している。 





新入生に対するワークライフバランス授業 

そこで、金沢医科大学では、潜在女性医師の就労支援（Ｍ字カーブ）、医療
従事者の燃え尽き症候群が、ワークライフバランスの実現により低減できる
など、医学部長の横山先生御指示のもと、第一学年から、ワークライフバラ
ンスの講義を行っている。 
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水月会 
医局単位ではなく女性同士の左右幅広い関係を樹立、
継続し、女性医師の環境改善を考え、大学へ働きかけ 
発会当初（平成6年6月）は55名から   
H15年には105名、H27年現在は120名 



「水月会（みなづきかい）」総会 
                （２０１５年６月２０日） 

毎年6月に行っている親睦会の様子。 

女性医師の少ない医局の先生にとっては、先輩女性医師に
色々相談できるとてもよい機会である。 

女性は不思議なもので、少し愚痴をいうだけで明日からの仕
事もがんばろうという気持ちになる。 





労働環境の改善 

水月会で相談されたこと、困っていることなどを
会長が吸い上げて、形にして快適な大学生活が
送れるように大学に働きかけて実現した例。 
 
女医当直室や、シャワー室が完備。 



2011年 4月 内灘はまなす保育園の開設 

http://www.kanazawa-med.ac.jp/~hospital/smile.html
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~hospital/smile.html
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~hospital/smile.html


3.4.5学年対象 
     診療科合同説明会（2015年10月1日） 

水月会では、学生対象の診療科合同説明会でもブースを設け
て、金沢医科大学病院での研修は女性医師にとっても 
快適で、キャリアアップできるようにサポートされていると説明 
出身大学に残って、研修するメリットについて説明。 



 



女性外来での診療風景  
          学生さんへの授業・勉強会・研修医への指導 
2005年に金沢医科大学では、女性医師による女性外来が始まり女性の不定主訴を中

心に診療を行っている。当外来は総合内科に位置しており、夜勤、当直がなく結婚、妊
娠、育児と変化する女性医師の大学病院に勤務しながらキャリアを継続できるというメ
リットも兼ね備え、復職支援として研修も行っている。 



集学的医療部 総合診療センター 女性総合外来 の役割の一つ 
一般国民への健康啓発活動 
石川県 健康推進部との連携  
金沢市・金沢医科大学連携事業 女性の健康づくりプロジェクト 



女性医師ならではできる 
 美と健康の架け橋  病気の啓発活動をおしゃれに提案      
金沢市・金沢医科大学提携事業 
                  第三回 女性の健康づくりセミナー 





学会発表 
女性外来の診療で経験した不定愁訴の症例につ
いてまとめ、日本病院総合診療医学会で学会発
表を行った。 
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平成26年度 石川県女性医師支援センター 活動内容 

メンター（14病院21名）の活動 

 （１）相談対応 

メンターが自ら勤務する病院において、後輩女性医師らの相談・助言を実施す
るとともに、ニーズを吸い上げてセンターへ報告 

 （２）座談会等の開催 

自院または他院の女性医師を集めて座談会等を開催し、情報交換 

 （３）情報提供 

メンターの体験談、県内の子育て支援情報など、女性医師に有益な情報を提供 



 
女性医師の生き方セミナー  
 学生と研修医交流会（2015年3月5日） 
 
第一部 

 肝胆膵内科臨床教授  土島 睦  

 座長 鈴鹿 有子  『水月会』会長（耳鼻咽喉科教授） 

  「医師として、母として、妻として歩んだ30年」 

日 時 ： 平成27年3月5日（木） 18：00～ 

場 所 ： 医学教育棟 6階大会議室   

主 催 ： 金沢医科大学 『水月会』 ・ 北辰同窓会女性部 

共 催 ： 石川県女性医師支援センター 石川県医師会 

 







第二部 金沢医科大学病院の現状について  

          （意見交換会 学長・北辰同窓会会長・研修医・学生） 

      学長：勝田省吾先生  北辰同窓会会長：坂本滋先生 

パネリスト 

    赤澤純代（総合内科） 

    柴田奈央子（眼科） 

    閨谷奈津子（産婦人科） 

    藤本由貴（呼吸器内科） 

 

 

 
女性医師野生き方セミナー  
 学生と研修医交流会（2015年3月5日） 
 



パネリストとして参加 
 







女性医師支援は、金沢医科大学の同窓会でもバックアップし
ていただいている。 



ワークライフバランスセミナー 
         （2014年10月25日） 

参加者：独身男性     18名（平均年齢33.7歳）  

               独身女性医師 13名（平均年齢38.5歳） 

第１部 講演「結婚と女性医師のキャリア継続」 
           ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン  

                事務局長 徳倉 康之 氏 

第２部 交流会（女医の婚活交流会） 



第１部 講演 

輝いて、美しく－医の神アスクレピオスの娘たちへのメッセージ 

  学校法人福岡学園常務理事、九州大学名誉教授  

                  水田 祥代 先生 

第２部 グループディスカッション 

第5回女性医師生き方セミナー 
           （2015年3月21日） 



担当教授は、研修医の顔と名前が一致しており、その後について
も把握していたため、金沢医科大学の、きめ細やかな研修医への
対応に医師会の先生も関心していた。 



女性医師勤務状況調査報告 
        （2015年4月1日現在） 

石川県14病院（女性医師メンター配置病院） 

 女性医師数：335名（総医師数：2,252名） 13% 

 常勤312名（勤務制限なし 285名 勤務制限あり 27名） 

 非常勤 23名  

 勤務制限ありの一番多い年代は30代（16名） 

診療科別：1位 内科  （97名）  

     2位麻酔科  （32名）  

     3位放射線科（26名） 
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藤本家のライフワークバランス 

大学院生 医員 助教 

学位取得 臨床研修 

結婚 

研究 

専門医資格取得 

臨床研修 助教 助教 大学院生 

専門医資格取得 



メリット 

呼吸器内科→腎臓内科 
 酸塩基平衡・電解質異常について気軽に問い合わせ 
 ANCA関連血管炎を相互に診察可能 
 敗血症に対するＰＭＸ－ＤＨＰ依頼 
 
腎臓内科→呼吸器内科 
 睡眠時無呼吸症候群の検査、治療がスムーズ 
 挿管・人工呼吸器管理依頼 
 免疫抑制患者の呼吸器感染症（ニューモシスチス肺炎、ＣＭＶ   
 肺炎、重症ＲＳＶ肺炎） 



学会発表 



研究活動 

金沢医科大学北辰同窓会 研究助成金 表彰式 平成26年度 

題名：研究テーマ 
「女性外来受診者における閉塞性睡眠 時無呼吸症候群の罹病率と背景因子、治療効果に関 
する検討」  
 

推薦者：呼吸器内科学 栂 博久 教授 



•それぞれの経験を活かし、共同で臨床研究を立
ち上げる 

 例：女性外来の不定愁訴患者に占める酸塩基平衡・
電解質異常の有病割合（女性外来⇔腎臓内科） 

 

•夫婦ともに働き続ける（男女共働参画） 

今後の目標 


